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波， CTで悪性葉状肉腫の疑いあり，手術施行．腫癌 分泌癌の l例を経験したので若干の文献的考察を加え
は被膜を有し，容易に剥離可能で，乳腺腫癌摘出術を 報告する．
施行．腫癌は 14×14X14cm, 1390gで，組織的には， 【症例】 69歳，女性．人間ドッグにて左乳腺に腫癒を




乳腺腫癌摘出術を施行 12×9.5X3cm, 220gの平滑 が否定できないため，摘出生検を行った．病理組織で
な腫療で，乳管上皮と間質の繊維性増殖の像が認めら は異型細胞は甲状腺鴻胞類似の不規則な cysticpattern 
れ， 2171とも病理組織学的には巨大繊維腺腫であった をつくり， PAS 陽性ジアスターゼ消化試験陰性の分
巨大繊維腺腫は，比較的若年者に多く，時に多彩な病 泌物が認められ，secretorycarcinomaの診断に至った．












































































mg/d, OK432 5KE/w, ADR 40 mg x 4にて右上葉小結
節以外の陰影の消失をみた．心嚢液は ClassI で，














































で腫蕩が消失した．治療後50%生存期聞は Stage II 
25ヶ月 ・StageIV 56ヶ月，培養リ ンパ球への自己腫蕩
抗原添加例56ヶ月・非添加27ヶ月にて特に Stage IV 
症例に長期治療を加えた場合に有意義て、あった．更に
Stage IIで胸筋温存乳房切除可能例が4例， StageIV 
で乳房非切除例が3例あり， QOLの観点からも有望
と考える．
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